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データクラウド： 
データの力を結集し、
ビジネスを変革する
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データにもとづかない意思決定
約10人に9人の ITリーダーが、デジタルトランスフォーメーションの取り組みを阻害する要因がデータサイ
ロに関係すると述べています。1 その結果、あらゆる業界の、あらゆる規模の組織が、充分なインサイトを得
ることなく、意思決定を行っています。今日のアナリティクスソリューションは革新的であると同時に、完
全にデータに依存しています。それらのデータのほとんどが、組織のいたるところで、数十から数百のサイ
ロの中に放置された状態です。また、自社のビジネス、顧客、未来について可能なかぎり深いインサイトを
得るためには多様なデータが必要ですが、自分で収集するものではない他社の仕組みに依存するサードパー
ティデータどころか、自社のデータを拡充することさえ、ますます複雑になってきています。

これは数十年来の問題であり、オンプレミスのコンピューティングに始まり、やがてクラウドへと広がって
いきました。Snowflakeはデータサイロを解消し、企業が様々なデータを柔軟に活用できるためのプラット
フォームを構築しています。そうして、データの垣根を超え、さまざまなデータサービスを使ってそれらを
強化し、統制されたデータをビジネス全体で、もしくは世界の数千の組織と安全に共有しつつ、多くの多様
な分析ワークロードのためにそれらのデータをモビライズすることができています。Snowflakeのデータク
ラウドへようこそ。

データクラウドの到来
データクラウドは、Snowflakeのプラットフォームと、
数千の組織およびそれらのデータからなるネットワーク
により構成されます。Snowflakeのプラットフォームは、
以下の独自のテクノロジー群により実現しています。

• マルチクラスター型共有データアーキテクチャーの
ほぼ無制限の拡張性と効率性

• 複数のパブリッククラウドにおいて、あたかも1つ
のクラウドであるかのようにデータを利用できる、
シームレスな相互運用性

• データガバナンスとセキュリティに関する最新の包
括的な機能がプラットフォームに組み込まれている

• 補完ソリューションや他の開発環境へとSnowflake
を容易に拡張し、高度なアナリティクスのランタイ
ムエンジンとして使用することが可能

• Snowflakeのセキュアデータシェアリングにより、
データの移動や複製を行わなくても、いくつもの組
織がほとんど瞬時にライブデータを相互に共有・受
信することが可能

Snowflakeのプラットフォームを利用してデータクラウ
ドに参加することで、ビジネスのサービスにおいてデー
タワークロードを何度でも実行していただけます。プ
ラットフォームに取り込まれたデータは、データクラ
ウドの一部となります。それらは統制された安全なデー
タであり、同プラットフォームに取り込まれることで、
より多くの価値をもたらします。加えて、データに対
して共同作業を行い、データクラウドで共有される他
のデータにアクセスすることも可能です。利用可能な
他のデータを使って自社のデータを拡充することで、
これまで手にすることのできなかった、深くて幅広い
インサイトを得ることができます。

1 出典：『MuleSoft 2020 Connectivity』ベンチマークレポート
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データクラウドでのコラボレーション

エコシステム全体でデータを共有
長年にわたり、Snowflakeを利用して、大規模なデータ共
有が行われています。多くの企業は、まずデータに関する
障壁を取り払うことに取り組みます。これらの組織は、部
門、ビジネスユニット、子会社において、ローカルおよび
グローバルベースで、データを簡単かつシームレスに共有
し、活用しています。データクラウドを使うことで、営業、
マーケティング、財務、プロダクト、その他多くのカテゴ
リーのデータを共有、統合、分析することが可能です。加
えて、サプライチェーンパートナーなど、共有データを提
供・利用する必要のあるビジネスパートナーとの間で、統
制されたデータを安全に共有していただけます。自社の
データからさらなる価値を引き出すために、組織内のほぼ
あらゆる部門、ビジネスエコシステム全体、あるいは顧客
との間でデータを共有し、また共有データを受け取ること
ができます。　

データクラウド内でデータを共有することによって、これ
までよりも簡単にビジネスを合理化し、顧客を深く知った
うえで、増収につながる新しい製品やサービスをすばやく
正確に提供できるようになります。Eメール、スプレッド
シート、共有ネットワークドライブ、APIなど、古いデー
タを一定の量だけ複製・移動するための手法は、時代遅れ
で、十分なインサイトを得ることができません。統制され
たライブデータの共有を妨げるビジネスおよびテクノロ
ジー面での障壁がなくなれば、これらを使用しなくてもす
みます。

これを可能にするのが、Snowflakeのセキュアなデータシェ
アリングです。同ソリューションは、コストがかさみ、面
倒で、リスクを伴うこのような従来型のデータ共有方式に
取って代わるものとなっています。この最新のテクノロ
ジーを使うことで、複数の組織がデータクラウド内でライ
ブデータを安全に共有し、消費することができます。具体
的には、統制されたライブデータを互いに共有し合うこと
が可能です。あらゆる「データプロバイダー」は、古いデー
タを複製・移動するかわりに、対象の「データコンシュー
マー」との共有を望むデータへのアクセスを容易に許可す
ることができます。通常、共有データはそのままそこに残
り、データコンシューマーは、データプロバイダーが共有
データに対して行ったライブ更新を、ほとんど瞬時に、自
動で受け取れるようになっています。あらゆる文脈での
データ共有に対し、Snowflakeはセキュリティとガバナン
スに関する多数の機能を提供しています。

そこでは、お客様はデータコンシューマーとデータサービ
スプロバイダーが見る必要のあるデータのみを送信し、
データプライバシー法に確実に準拠するための選択を行え

ます。データがどこに置かれ、ユーザーがどこにいたとし
ても、データクラウドは複数のパブリッククラウドとリー
ジョンにおいて、単一のシームレスな体験を提供します。

Snowflake Data Marketplace

自社のすべてのデータにアクセスできるのに加え、
Snowflake Data Marketplaceを利用して、100を超える民
間プロバイダーがデータクラウドで提供しているサード
パーティデータとデータサービスを見つけ出し、それらに
アクセスすることが可能です。Snowflakeのデータマーケッ
トプレイスを使えば、自社組織内およびビジネスエコシス
テムで行うのと同じように、共有データにアクセスできま
す。複製・移動をしなくても、統制されたライブデータセッ
トにアクセスでき、それらのデータセットへの更新がほぼ
リアルタイムで反映されるようになっています。
Snowflake Data Marketplaceに は、Factset、Starschema、
Weather Source、S&P Global、Wunderman Thompson、
Epsilon、Tapad、Accuweatherなど、多くの民間データプ
ロバイダーが参加しています。これらをはじめとするデー
タプロバイダーの提供するデータセットにより、お客様の
既存データを拡充していただけます。古いデータの複製や
移動という、従来のデータマーケットプレイスにつきもの
の面倒な作業を省きつつ、新たなインサイトを得ることが
可能です。Snowflakeのデータマーケットプレイスで提供
されるデータセットの一覧をこちらでご覧いただけます。
Snowflake Data Marketplaceでは、お客様自身が管理する
データセットをリストに載せ、それらを共有することで収
益を得ることも可能です。

SNOWFLAKE
アカウント

エコシステム全体でデータを共有

自社のビジネスユニット、およびサプライヤーなどのビジネスパー
トナーとの間で、統制された安全な方法でライブデータを共有 

https://www.snowflake.com/data-marketplace/?lang=ja
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データサービスへのアクセス
Snowflake Data Marketplaceでは、データサービスプロバ
イダーにアクセスできます。これらのプロバイダーは、デー
タセットを統合・分析し、結果をお客様に返すといった、
基本的なサービスを提供します。より高度なデータサービ
スとしては、お客様のデータセットのリスクスコアリング、
よりターゲットを絞ったマーケティングのためのお客様の
データの拡充、不正なトランザクションの検出、お客様の
セキュリティログにおける脅威の追跡などが考えられま
す。このような高度に専門的なサービスは、これらのリソー
スが社内になく、データサービスプロバイダーを必要とし
ている多くの組織にとって有益なものです。

データクラウドが登場するまでは、機密データをファイル
やAPIにより送信することで、データサービスプロバイ
ダーとやりとりしなければなりませんでした。このような
やり方は時間がかかり、安全性に乏しく、遅延を招くこと
にもなります。また、データプライバシー法によって顧客
データの共有の仕方が制限されていることからも、適切な
方法とはいえません。Snowflakeのモダンなデータシェア
リングテクノロジーを使えば、Snowflakeアカウントでデー
タを保持・制御しつつ、サービスパートナーとデータを共
有することができます。

Snowflake Data Marketplaceのデータとサービスへのアクセス
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Snowflakeプラットフォームの主な特徴
マルチクラスター型共有データアーキテクチャ̶Snowflake
のアーキテクチャは、論理的に統合されているものの、そ
れぞれ個別に拡張可能な3つの層で構成されます。

• ストレージ： 構造化、半構造化、非構造化のすべての
データを1カ所で管理します。

• コンピュート： 個々のデータワークロードに特化した
個別のクラウドコンピューティングリソースにより、
競合を解消します。

• サービス： 1つの共通サービス層により、インフラス
トラクチャ、セキュリティ、メタデータ、クエリー最
適化、その他の基本サービスに対応します。

ニアゼロメンテナンスな単一のプラットフォームであり、
単一のクラウドを形成̶Snowflakeはニアゼロメンテナン
スであり、他のソリューションと異なります。性能の調整
やパーティションの構築、インデックスの設定、管理といっ
た従来のデータベースタスクはもはや過去のものです。製
品の更新は自動で行われ、データワークロードが中断され
ることがありません。また、異なるサイズのワークロード
や性能に合わせて、自動もしくはオンザフライでスケール
アップ/スケールダウンが実行されます。Snowflakeは、
Google Cloud Platform、Amazon Web Services、Microsoft 
Azure上でご利用いただけます。さらに重要なこととして、
Snowflakeにはクラウド抽象化層が含まれ、Snowflakeを
利用可能なこれらのクラウドおよびリージョンをまたい
で、シームレスに運用していただけるようになっています。
つまり、Snowflakeのお客様は、使用する複数のパブリッ
ククラウドに置かれたデータを、あたかも1つのクラウド
を使っているかのように、保存、アクセス、統合、分析、
共有できるということです。

データソース
OLTP データベース

エンタープライズ
アプリケーション

サードパーティ

WEB/ログデータ

IoT

データ
コンシューマー
データ収益化

オペレーションレポート

アドホック分析

リアルタイム分析

データ
エンジニアリング

データ
レイク

データ
ウェアハウス

データ
サイエンス

データ
アプリケーション

データ
共有

データクラウドを支えているもの

Snowflakeプラットフォーム
先ほども述べたとおり、データクラウドはデータとSnowflakeプラットフォームで構成されます。Snowflakeのプラットフォー
ムは、データクラウドにおけるデータの容易な一元化、統合、分析、共有を可能にします。データエンジニアリング、データレ
イク、データウェアハウス、データサイエンス、データアプリケーションの構築と運用、データ共有など、多数の重要ワークロー
ドを、Snowflakeを使って実行していただけます。Snowflakeのプラットフォームは瞬時に拡張でき、拡張性はほぼ無限大です。
業界および地域のデータプライバシー要件への準拠を支援しつつ、組織が複数の異なるパブリッククラウドとリージョンにおい
て単一のクラウドとして運営を行うことを可能にします。単一のプラットフォームがニアゼロメンテナンスのサービスとして提
供されます。
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組み込み型のデータガバナンスとセキュリティ̶
Snowflakeは単一のプラットフォームであり、すべてのデー
タを1カ所で管理することで、モダンデータガバナンスの
基礎を提供します。Snowflakeでは、さまざまな種類のデー
タを格納するデータウェアハウス、データレイク、データ
マートのすべてが単一のプラットフォーム上で運用される
ことから、データサイロの問題が解消されます。加えて、
Snowflakeは、アクセス制御、認証、承認、暗号化といった、
クラウドデータセキュリティの基礎を提供します。数ある
特徴の1つに、移動中および保存時のエンタープライズグ
レードのデータ暗号化が常時有効になっていることがあり
ます。また、すべての暗号化データの毎年のキー更新、フェ
デレーション認証、動的なデータマスキング、外部トーク
ン化をあわせて提供します。Snowflakeは、ISO/IEC 
27001やSOC 1/SOC 2 Type IIといった業界標準の技術認
証、PCI、HIPAA、HITRUSTといった政府・業界規制、お
よびヨーロッパの一般データ保護規則（GDPR）や米国のカ
リフォルニア州消費者プライバシー法といった地域に特化
したデータプライバシー規制に準拠しています。このほか、
FedRAMP認定も取得しています。

他のテクノロジーに対応する高度な拡張性̶Snowflakeの
クラウド対応アーキテクチャは、テクノロジーパートナー
のエコシステムがプラットフォームに容易に接続するため
のオープン性と拡張性を提供します。データ統合とETL/
ELT、ビジネスインテリジェンスとデータ可視化、データ
サイエンスを含む高度なアナリティクス、およびセキュリ
ティ、ガバナンス、サイバーセキュリティのソリューショ
ンといったパートナーのテクノロジーと、Snowflakeのプ
ラットフォームとの間でのデータの移動が自由かつ安全に
行えます。Snowflakeは完全なSQLプラットフォームでも
あり、データエンジニア、データサイエンティスト、およ
び開発者が、特定のデータワークロードのために、Java や
Scalaなどの馴染みのある言語を使って、Snowflakeに対し
直接コードを記述できます。データワークロードを単一の
システムにまとめることで、ITアーキテクチャが簡素化さ
れます。これによって、データプロフェッショナルは、拡
張性、性能、セキュリティ、ニアゼロメンテナンスといっ
たSnowflakeプラットフォームのメリットをシームレスに
活用できます。

Snowflakeのパートナーエコシステム

データクラウドをこのような強力なネットワークとしてい
る要素の1つに、パートナーの存在があります。これらの
パートナーは、Snowflakeのお客様がデータをデータクラ
ウドに取り込んでモビライズする手助けをし、それらの
データを管理、理解、活性化できるよう支援することで、
付加価値を提供します。たとえば、ELT/ETLテクノロジー
プロバイダーは、データクラウドにすばやく簡単にデータ
を取り込めるようにすることで、データクラウドへのアク
セスの高速化を支援します。データサイエンスとアナリ
ティクスのパートナーは、データクラウドで提供される膨
大な量のデータを分析し、価値を引き出せるよう、お客様
を支援します。システムインテグレーターは、Snowflake
への移行を支援し、データの共有と収益化の新たな機会を
探りつつ、データクラウドを活用していただけるよう、お
客様をサポートします。

なぜ今なのか、なぜSNOWFLAKEなのか
データの周辺には非常に大きなビジネスチャンスがあるも
のの、障壁も大きくなっています。データが生み出される
スピードが速まる一方で、いまだに多くの組織は内外の
データのごく一部にしかアクセスできていません。アクセ
ス可能なデータが何であれ、EU、米国、その他の国々の
業界および地域のデータプライバシー規制に則った管理・
保護が必要です。これらの規制は広範囲に及び、増加の一
途をたどっています。データクラウドは、テクノロジーと
データを1つに融合することで、数千の組織からなるネッ
トワークを通して、様々なデータが垣根を超えて柔軟に活
用され、ビジネスに価値を生み出すことを可能にします。
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SNOWFLAKEについて
データクラウドは、ほぼ無制限の規模、同時実行性、性能を活用して、数千の組織がデータをモビライ
ズするグローバルネットワークです。データクラウド内において、これらの組織はサイロ化されたデー
タを統合し、統制されたデータを容易に探し出して、安全に共有し、多様な分析ワークロードを実行す
ることが可能です。データがどこに置かれ、ユーザーがどこにいたとしても、Snowflakeは複数のパブリッ
ククラウドにおいて単一のシームレスな体験を提供します。Snowflakeのプラットフォームは、データ
クラウドを動かし、アクセスを提供するエンジンであり、データウェアハウジング、データレイク、デー
タエンジニアリング、データサイエンス、データアプリケーション開発、およびデータ共有のソリュー
ションを生み出します。 
データクラウドにおいて、すでにビジネスの新たな領域を切り開いているSnowflakeのお客様、パート
ナー、データプロバイダーの仲間入りをしませんか。
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